
第２回 就労選択支援従事者養成研修の標準プログラム検討委員会 
会議次第 

 
令和６年１月 18 日（木曜日） 

１３：００～１５：００ 
ハイブリッド 

 
 
 
１．出席者紹介 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．就労選択支援に関する情報提供 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．協議：「標準カリキュラム案について」 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．協議：「研修の方式などについて」 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．その他 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



 

委員会 

 氏 名 所 属 出欠 

1 倉知 延章 九州産業大学人間科学部 教授 
対面 

（旅費） 

2 八重田 淳 筑波大学大学院 人間総合科学学術院 教授 オンライン 

3 本名 靖 本庄ひまわり福祉会 常務理事 オンライン 

4 小澤 啓洋 
社会福祉法人光明会明朗塾／就職するなら明朗アカ
デミ 常務理事 

対面 
（旅費） 

5 酒井 京子 大阪市職業リハビリテーションセンター 所長 
対面 

（旅費） 

6 酒井 大介 社会福祉法人加島友愛会 理事長 
対面 

（旅費） 

7 井口 修一 
(独)高齢・障害・求職者雇用支援機構 障害者職業
総合センター研究部門 特別研究員 

オンライン 
（謝金辞退） 

8 若林 功 常磐大学人間科学部 准教授 オンライン 

９ 前原 和明 秋田大学教育文化学部 教授 
対面 

（旅費） 

事務局 

 氏 名 所 属 出欠 

 山口 明乙香 高松大学 教授 オンライン 

 縄岡 好晴 明星大学 准教授 オンライン 

 西尾 香織 帝京平成大学 助教 － 

 後藤 由紀子 筑波技術大学 助教 対面 

 野﨑 智仁 国際医療福祉大学 講師 対面 

 藤本 優 大妻女子大学 助教 オンライン 

オブザーバー 

 佐藤 大作 
厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉
課 就労支援専門官 

オンライン 

 鈴木 大樹 
厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉
課 就労選択支援専門官   

オンライン 



就労選択支援従事者養成研修（案） 

 

【研修の目的】 

就労選択支援の理念を学ぶとともに、業務に必要となる就労アセスメントの手法をはじ

めとして、利用者のニーズ把握、支援計画を用いた関係機関との連携に関する基本的なノウ

ハウを習得する。 

 

【対象者】 

新任の就労選択支援従事者（なお、本就労選択支援従事者養成研修の受講要件として、「基

礎的研修」を受講した者とする） 

 

【カリキュラム骨子（案）】 

（１）就労選択支援の理念について理解する 

・就労選択支援の概要と目的：就労選択支援の趣旨について理解し、趣旨に沿った支援を提

供できることを目指す 

・働くことの意義：人にとって働くことの意義について知り、就労選択支援の実施に活かす 

 

（２）就労アセスメントの目的と手法 

・アセスメントの目的：就労支援において、アセスメントを実施する目的について理解する 

・就労アセスメントの手法：就労アセスメントの手法について理解する 

 

（３）ニーズアセスメントの手法 

・ニーズ把握の目的と視点：障害者の多様な支援ニーズについて理解し、ニーズ把握のため

の視点について学ぶ 

・職業カウンセリングの方法：対象者との信頼関係の構築、聞き取りと支援に向けたコミュ

ニケーション手法について学ぶ 

 

（４）就労アセスメントの具体的活用 

・JEED「就労アセスメントシート」の演習（解説及び作成）： 

就労アセスメントシートを用いて、就労アセスメントにおけるアセスメント項目の把握、

アセスメントの実施、アセスメントの説明などの手法を具体的に学ぶ 

 

（５）アセスメント結果の整理と活用 

・アセスメント結果表の書き方 

・支援計画の策定 

 

（６）関係機関との連携 

・社会資源と地域アセスメント：社会資源について学び、地域の社会資源について分析する 

・ケース会議の方法：ケース会議の目的を知り、日程調整及び実施の手続き等について学ぶ 

 



【カリキュラムイメージ】 

（案１：1日版） 

 科目 内容 ポイント 形態 時間 

1 就労選択支援

の理念と就労

アセスメント 

①就労選択支援の概要

と目的 

②アセスメントの目的 

③就労アセスメントの

手法 

・働くことの意義 

・就労選択支援の制度 

・就労選択支援の成立背景 

・就労アセスメントの目的 

・就労アセスメントの手法 

 

講義 1 

2 ニーズアセス

メントと多機

関連携 

①ニーズ把握の目的と

視点 

②職業カウンセリング

の方法 

③関係機関との連携 

・ニーズの定義 

・ニーズ把握の方法 

・カウンセリング技法 

・関係機関との連携 

講義 1 

3 就労アセスメ

ントの実施方

法 

①「就労アセスメント

シート」の解説 

②「就労アセスメント

シート」の作成演習 

③「就労アセスメント

シート」の結果表作成 

④「就労アセスメント

シート」を用いた会議 

・「就労アセスメント」講義 

・事例に基づく作成、結果

表作成、会議の演習 

講義 

演習 

5 

    計 7 

 

 １日目   

8:50～9:50 就労選択支援の理念と就労アセスメント   

10 休憩   

10:00～11:00 ニーズアセスメントと多機関連携   

10 休憩   

11:10～12：10 就労アセスメントの実施方法（前）   

50 休憩   

13:00～15：00 就労アセスメントの実施方法（中）   

10 休憩   

15:10～17:10 就労アセスメントの実施方法（後）   

 

 

 

 

 



（案２：２日版） 

 科目 内容 形態 時間 

1 就労選択支援の理念 ①働くことの意義 

②就労選択支援の概要と目的 

講義 1 

2 就労アセスメントの

目的と手法 

①アセスメントの目的 

②就労アセスメントの手法 

講義 1．5 

3 ニーズアセスメント

の手法 

①ニーズ把握の目的と視点 

②職業カウンセリングの方法 

講義 1．5 

4 就労アセスメントの

具体的活用 

①JEED「就労アセスメントシート」の解説講義 

②JEED「就労アセスメントシート」の作成演習 

講義 

演習 

3 

5 アセスメント結果の

整理と活用 

①アセスメント結果表の書き方 

②支援計画の策定 

講義 

演習 

2 

6 関係機関との連携 ①地域の社会資源と役割 

②ケース会議の方法 

講義 1 

   計 10 

 

 １日目  ２日目 

9：30～10:30 就労選択支援の理念 

 

9：30～11:00 ニーズアセスメントの

手法 

10 休憩 10 休憩 

10：40～12：10 就労アセスメントの目

的と手法 

11:10～12：10 関係機関との連携 

60 休憩 60 休憩 

13:10～14：40 就労アセスメントの具

体的活用（前半） 

13:10～15：10 アセスメント結果の整

理と活用 

20 休憩   

15：00～16：30 就労アセスメントの具

体的活用（後半） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【参考】基礎的研修カリキュラムイメージ（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【その他の検討事項】 

・開催方式 

 対面、オンライン、オンデマンド、ハイブリッド 

→それぞれのメリットとデメリットがあるがどうか？ 

 演習があること、研修の創設ということを考えると最初は対面からか？ 

 

・実施主体 

 中央集合研修、集合から地方開催 
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